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【件名】 

中野本郷小学校校舎改築に伴う代替校舎へのスクールバス試行運行及び安全対策について 

 

【要旨】 

中野本郷小学校校舎改築に伴い、令和６年度から３年間、代替校舎へスクールバスを運行

することとしているが、児童の乗降時等の安全確認等を行うため、通学訓練の一環として、

事前にスクールバスの試行運行を行い、令和６年度からの本格運行に備える。 

 

１ 令和６年度からのスクールバスの本格運行 

（１）利用対象者 

原則、利用対象地域（※）に居住する児童を利用対象者とする。ただし、残席がある

場合は、利用対象地域以外の地域に居住している児童も利用できることとする。 

※本町六丁目全域、本町五丁目３５～４８番地、本町四丁目３７～４８番地 

（２）乗降場所（滞留場所） 

・杉山公園前（中野通り） ⇔ 成願寺前（山手通り） 

・鍋横通り ⇔ 成願寺前（山手通り） 

（３）バスの形態  

大型観光バス （正座席４９席＋補助席１０席） 

（４）運行台数 

３台 （杉山公園前２台、鍋横通り１台） 

（５）運行日 

原則、全校児童が通学する日に運行する。 

 

２ スクールバスの試行運行 

（１）試乗対象者 

児童、保護者、教職員 

（新１年生及びその保護者を含む） 

（２）実施時期 

令和６年２月予定（5日間程度） 

 

３ スクールバス運行に係る安全対策 

（１）スクールバスの乗降場所及び児童滞留場所の安全対策 

民間警備員等（５人程度）をスクールバスの乗降場所及び児童の滞留場所に配置し

て、以下のとおり児童の安全を確保する。 

①スクールバス停車場所の確保及び発車時等の道路上の交通誘導 

②スクールバス乗降時における歩行者及び自転車の通行誘導 

③スクールバス出発後の乗り遅れ児童への徒歩通学告知及び通学路における登校児童の

令和５年度庁議報告事項 

第１０回庁議（２０２３年８月２９日）      教育委員会事務局子ども・教育政策課 
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状況確認 

④スクールバス到着までの児童の滞留場所の見守り 

（２）スクールバス走行中の安全対策及び置き去り防止対策 

①添乗員の配置 

走行中の車内安全確保、乗車時の人数確認、降車後の車内点検等を行うため、スク

ールバスに添乗員を配置する。（バス１台につき１名） 

②置き去り防止装置の設置 

運行するバスには、置き去り防止装置を設置する。 

 

４ 通学路の安全対策（交通安全指導員の増員） 

区立小学校では、通学する児童の登下校時の安全を確保するため、交通安全指導員を

２人配置しているが、通学区域を越える通学となるため、現在の通学見守り時間の２倍

（４人相当）の配置時間とする。 

 

５ 今後の予定 

令和５年１１月  保護者説明会の実施 

令和６年２月  代替校舎への登下校練習実施 


